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1 .研究の目的

社会福祉サービスとして提供される、レクリエーション活動は、施設職員のコ

ントロール度の高い、処方型のレクリエーションの提供が多い傾向にある。レク

リエーションの定義のーっとして、“基本的に自発的な行為・活動"があり、処

方型のレクリエーション活動援助と平衡し、利用者本人自身が自発的に行い、生

活への定着を目的としたレクリエーション活動援助も必要不可欠である。福祉サ

ービス利用者本人自身の主体性によるレクリエーション活動は、衣食住を中心と

した“基礎生活"の安定から生まれるものであり、基礎生活をより快適にするこ

と(生活のレクリエーション化、良質の介護サービス)により、自発的レクリエ

ーション意欲が発生されるのではないか、しかし、サービス提供者のレクリエー

ションサービス意識の差、業務効率、サービス形態等により、サービス利用者の

主体性が抑制されてしまう傾向もみられる。基本的基礎生活サービスに加えて、

快適性や、楽しみを見出すことを促すことにより、基礎生活の安定、余暇生活へ

のレクリエーション欲求、更には生活への主体的レクリエーションの定着(レク

リエーションの生活化)は、社会福祉サービス利用者の生活の活性化、 QOL(生

活の質)の向上に寄与することと考えられる。

本研究は、学生の基礎生活における社会福祉サービス利用者の主体性尊重の意

識、余暇の自発度・退屈度(余暇に関するアンケート)が、社会福祉サービス利

用者に対する自由度観への影響を示唆することを目的とする。

n.研究方法

主体性尊重・自由度の意識調査は、介護福祉士を養成している専門学校 A校に

在学する介護福祉士課程学生 120名を対象とし、質問紙法による集合調査、余暇

歴に関するアンケートを実施した。意識調査の内容は、高齢者の福祉施設で提供

されるレクリエーション活動援助、特に生活のレクリエーション化において、利

用者に自由・主体性がないと思われるものを自由記述による回答を求め、集計・

加筆し、質問表を作成し 5段階で評価した。

自発度・退屈度に関しては、「余暇歴に関するアンケートJにより集計した。
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m.結果

主体性尊重・自由度の意識調査は、「食事の場面Jr衣服の場面Jr排池の場面j

「入浴の場面Jr口腔の場面Jr睡眠の場面Jr住環境の場面Jの 7つのカテゴリ

ーに分けられた。特に主体性・自由度がないと感じた項目は、「食事の場面」‘に

おいて、「食事する時間の選択J(1. 736:!: 1. 093)、「好みの食事J(1. 984:!:1. 057)、

「食器を洗う J(1.914:!:1.152)、「入浴の場面Jにおいての「入浴する時間の選

択J(1.868土1.07)、「入浴している時間J(1.93士1.146)、「入浴回数、頻度J(1.967

土) 1. 142において主体性がないと感じている。

意識調査と自発・退屈度の関連は、表 l、2、3に示す。意識調査と自発度、退

屈度の聞には、相闘が見られなかった。

表1.学生の退屈度別、利用者に見る自由度観(平均土 S.D.) 
1 (n=9) II (n=44) m(n=35) IV(n=23) V (n=4) VI(n=3) 
-1.5 1.51-2.25 2.26-2.75 2.76-3.25 3.26.....3.75 3.76-

食事 2.48土 1.46 2.56 土1.43 2.52 :!: 1.37 2.52土1.67 2.50 + 1.24 2.31 + 1.40 
衣服 2.63土1.38 3.19 + 1.45 3.06 + 1.32 2.95土1.33 2.91土1.16 3.36土1.10
排?世 2.92土 1.49 3.22 土1.39 3.21 土1.39 3.17土 0.80 2.62 :t 1.30 2.73 + 1.12 
入浴 2.35土 1.34 2.64 土 1.48 2.53 :!: 1.39 2.64 + 1.33 2.34土 1.18 2.48 + 1.43 
口腔 2.39 + 1.35 2.87 + 1.34 2.82 土1.28 2.77土1.16 2.66 + 1.03 2.97 + 1.13 
睡眠 2.42:t 1.31 2.75 土1.59 2.77 土1.33 2.63 + 1.18 2.26 :t 1.01 2.44土 1.15

住環境 2.48土 0.87 2.66 :t 0.65 2.99 + 0.69 2.77土 0.56 2.45 + 1.21 2.73土 0.94
平均 2.52土1.39 2.48 + 1.32 2.82 土 1.47 2.83 + 1.57 2.76 + 1.35 2.51土 1.18

表2. 学生の自発度別、利用者に見る自由度観(平均:!:S.D.)
1 (n=O) II (n=6) m(n=17) IV(n=32) V (n=44) VI(n=19) 
-1.5 1.51-2.25 2.26-2.75 2.76-3.25 3.26-3.75 3.76-

食事 2.82 土 1.28 2.28 + 1.44 2.54土1.58 2.47 + 1.40 2.67 + 1.41 
衣服 3.39 土 1.12 2.94 + 1.34 3.06 + 1.37 3.04 + 1.32 3.11 + 1.42 
排世 3.47 :t 1.37 3.00 :t 1.46 3.16 + 1.34 3.10土1.37 3.21 + 1.38 
入浴 2.78 土 1.42 2.37 土 1.38 2.58土 1.40 2.58土 1.42 2.69 + 1.40 
口腔 3.20 + 1.07 2.73 + 1.26 2.79土 1.33 2.77 + 1.26 2.76 + 1.26 
睡眠 2.64 土 0.96 2.61 土1.36 2.75土 1.34 2.65 + 1.52 2.74 :t 1.32 

住環境 2.88 土1.00 2.80 + 3.26 2.79土1.27 2.74 + 1.31 2.80 + 1.31 
平均 2.99 + 1.22 2.65 土 1.80 2.80 + 1.40 2.75 :t 1.40 2.85土 1.41

返雇麗
自由度観 ー0.13986444

t。=1.52133く t=1.98062
両群間で相関なし

表. 3 学生の利用者に見る自由度観と退屈度、自発度の相関
退屈度 自由度観 自発度

自発度 1 

自由度観 0.074505626 
t0=0.80468く t=1.98062

両群間で相関なし

自由度観
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